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天
照
大
神
は
卑
弥
呼
だ
っ
た

大
平
裕
著

（P
H
P研
究
所
・

1
6
0
0円
＋
税
）

日
本
国
憲
法
で
は

「天
皇
は
、

日
本
国
の
象
徴
で
あ
り
日
本
国
民

統
合
の
象
徴
で
あ
る
」。

そ
れ
は

そ
う
だ
が
、
天
皇
は
、
連
綿
と
つ

づ
く
日
本
の
歴
史
の

「連
続
性
」

の
象
徴
で
あ
る
こ
と
が
加
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
欧
州
や
ユ
l
ラ

νア
大
陸
に
お
い
て
、
天
子
と
か

帝
王
と
か
皇
帝
な
ど
と
呼
ば
れ
る

権
力
者
の
交
代
は
実
に
頻
繁
で
あ

り
、
日
本
の
天
皇
家
の
よ
う
な
「万

世
一
系
」
は
他
に
例
が
な
い
。

日
本
人
は
民
族
の
途
切
れ
る
こ

と
な
く
つ
づ
く
歴
史
を
天
皇
家
の

連
続
性
の
中
に
感
得
し
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
天
皇

が
神
代
や
古
代
史
の
中
か
ら
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
生
ま
れ
て
き
た
の

か
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

学
界
の
外
に
あ
る
著
者
が
こ
れ
ほ

ど
ま
で
に
精
魂
こ
め
て
古
代
史
に

打
ち
込
ん
で
き
た
理
由
の
一
つ
も

そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
大
平
古
代
史
の
6
冊
目

の
著
作
で
あ
り
、
総
集
編
と
も
呼

ぶ
べ
き
入
魂
の
作
品
で
あ
る
。
大

平
古
代
史
は
、
血
の
通
う
人
間
の

抗
争
占
和
解
の
ド
ラ
マ
で
あ
り
、

臨
場
感
生
も
っ
て
時
代
を
傍
観
さ

せ
る
筆
法
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。

踏
査
で
導
く
全
国
統
一

の
過
程

筆
法
を
支
え
る
も
の
が
、
古
事

記
、
日
本
書
紀
、
貌
志
倭
人
伝
に

記
録
さ
れ
る
各
地
へ
の
頻
繁
な
踏

査
で
あ
る
。
著
者
は
、

ι平
和
昨
が

天
照
大
神
に
他
な
ら
な
い
こ
と
を

立
証
し
、
次
い
で
大
神
に
よ
る
全

国
統
一
の
過
程
を
精
細
に
描
く
。

天
照
大
神
の
大
和
政
権
が
出
雲

国
に
威
を
張
る
大
国
主
命
王
朝
を

打
倒
。
d
m
の
鎮
魂
の
た
め
出
雲
大

社
を
造
営
、
み
ず
か
ら
の
子
孫
を

大
社
の
斎
主
と
さ
せ
た
。
著
者
は

こ
れ
を
国
造
り
の
第
一
段
階
と

し
、
第
二
段
階
を
九
州
平
定
に
求

め
る
。
書
紀
で
は
天
孫
降
臨
の
地

は
高
千
穂
と
さ
れ
て
い
る
が
、
史

評
・
渡
辺
利
夫

（拓
殖
夫
学
学
事
顧
問
）

実
は
大
和
か
ら
の
「天
孫
西
征
」で

あ
る
。
す
で
に
大
和
の
傘
下
に
あ

っ
た
北
九
州
の
博
多
に
上
陸
、
戦

い
の
相
手
は
大
和
に
唯

一
服
従
し

な
い
狗
奴
国

（肥
後
）
だ
っ
た
。

戦
い
は
予
想
外
の
苦
戦
を
強
い

ら
れ

（日
向
三
代
）
、
南
下
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
も
の
の
、
薩
摩
、

大
隅
、
日
向
に
も
支
配
圏
を
拡

張
。
そ
の
聞
に
西
征
で
主
力
を
欠

く
大
和
で
は
天
捕
状
榊
知
事
去
、

こ
れ
に
乗
じ
て
鏡
速
日
命
が
反

乱
。
社
稜
の
急
で
日
向
か
ら
神
武

東
征
に
向
か
い
、
大
和
で
激
戦
の

末
、
神
武
天
皇
即
位
と
な
る
。

こ
う
し
て
読
者
は
、
神
武
以
来

は
も
と
よ
り
、
神
武
以
前
か
ら
の

天
皇
史
の
連
続
性
を
確
た
る
も
の

と
し
て
認
識
で
き
る
の
で
あ
る
。


